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砺
波
型
狛
犬 

 

尾
田 

武
雄 

 

富
山
県
砺
波
市
に
は
、
富
山
県
神
社
庁
編
『
富
山
縣
神
社
誌
』（
昭
和
五
十
八
年
刊
）
に

よ
る
と
、
神
社
数
が
一
四
〇
社
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
に
は
狛
犬
が
あ
り
、
平
成

二
七
年
に
そ
れ
ら
す
べ
て
の
神
社
を
参
拝
し
、
狛
犬
の
調
査
を
行
っ
た
。
氏
子
の
尐
な
い

山
間
部
な
ど
の
神
社
に
は
狛
犬
が
無
い
の
が
二
五
社
あ
っ
た
。
面
白
い
の
が
油
田
中
村
の

神
明
宮
は
、
神
様
が
猿
で
あ
る
の
で
狛
犬
を
神
社
に
入
れ
る
と
、
け
ん
か
を
さ
れ
る
の
で
、

あ
え
て
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ち
な
み
に
集
落
に
は
犬
を
飼
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

狛
犬
の
多
く
は
、
神
祠
の
合
祀
が
完
了
す
る
明
治
後
半
か
ら
昭
和
前
期
が
多
く
建
立
さ

れ
て
い
る
。
戦
後
も
盛
ん
で
あ
る
が
県
外
の
愛
知
県
岡
崎
な
ど
で
制
作
さ
れ
た
も
の
が
多

い
。
高
度
成
長
期
を
終
え
た
こ
ろ
か
ら
も
建
立
さ
れ
る
が
、
平
成
に
入
る
と
中
国
製
狛
犬

が
増
え
始
め
る
。
そ
ん
な
中
で
、
地
域
性
が
あ
り
特
徴
的
で
個
性
あ
る
狛
犬
は
、
明
治
故

後
半
か
ら
の
制
作
さ
れ
た
狛
犬
で
あ
ろ
う
。 

砺
波
地
方
は
、
グ
リ
ー
ン
タ
フ
の
金
屋
石
や
砂
岩
質
の
井
波
石
が
採
掘
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
ま
た
真
宗
の
篤
い
地
で
も
あ
る
。
真
宗
は
神
祇
不
拝
と
さ
れ
る
が
こ
の
地
で
は

明
ら
か
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。
ま
た
造
塔
、
起
塔
も
本
願
に
あ
ら
ず
と
し
て
い
る
が
石
仏

な
ど
も
南
砺
市
、
小
矢
部
市
、
砺
波
市
な
ど
で
約
五
千
体
も
あ
る
。
一
生
の
間
一
千
体
の

石
仏
を
制
作
し
た
名
石
工
森
川
栄
次
郎
な
ど
が
輩
出
し
て
い
る
地
で
あ
る
。
狛
犬
も
充
分

に
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
は
想
像
で
き
て
い
た
。 

狛
犬
に
銘
が
あ
る
の
は
多
く
は
な
い
が
、
個
性
あ
る
石
工
を
一
人
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

庄
川
町
示
野
神
明
宮
「
大
正
十
二
年
九
月
」「
石
工
井
波
森
野
善
四
郎
」
。
庄
川
町
三
谷
水

宮
神
社
「
大
正
十
五
年
二
月
建
立
」「
石
工
井
波
森
野
善
四
郎
」
が
あ
る
。
南
砺
市
野
原
神

明
宮
に
は
「
大
正
八
年
八
月
二
十
九
日
」
「
石
工
井
波
森
野
善
四
郎
」。
同
市
広
安
平
田
神

社
に
も
「
石
工
井
波
森
野
善
四
郎
」
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
ま
だ
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

森
野
善
四
郎
作
の
狛
犬
は
、
ず
ん
ぐ
り
と
堂
々
と
し
、
し
っ
か
り
と
足
を
地
に
つ
い
た
ス

タ
イ
ル
で
首
を
屈
め
、
左
右
と
も
阿
形
で
口
を
開
け
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
富
山
市

婦
中
町
鵜
坂
の
鵜
坂
神
社
境
内
に
も
こ
の
狛
犬
が
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
類
例
が
な
く
特
徴

的
で
あ
る
の
で
、
砺
波
型
と
称
し
た
い
。（
写
真
は
庄
川
町
示
野
神
明
宮
の
狛
犬
） 
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常
願
寺
川
左
岸
の
疫
神 

 

滝
本 

や
す
し 

 

常
願
寺
川
は
古
く
か
ら
暴
れ
川
と
し
て
知
ら
れ
、
幾
度
も
氾
濫
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

特
に
安
政
五
年(
一
八
五
八)

の
二
度
の
大
洪
水
で
は
、
左
岸
の
広
い
範
囲
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
氾
濫
に
よ
る
濁
り
水
の
流
入
に
よ
っ
て
各
地
で
疫
病
が
流
行
し
た
。 

常
願
寺
川
の
堤
防
付
近
に
は
、
洪
水
に
よ
っ
て
流
さ
れ
て
き
た
巨
石
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
こ
の
地
域
に
は
、
水
の
安
全
を
願
う
水
神
塔
や
洪
水
に
よ
る
犠
牲
者
の
供

養
塔
が
い
く
つ
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

常
願
寺
川
左
岸
地
域
に
祀
ら
れ
て
い
る
疫
神
を
訪
ね
て
み
た
。
疫
病
を
防
ぎ
た
い
と
の

人
々
の
願
い
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

①
富
山
市
上
野 

大
川
寺
参
道
／
「
疫
神
社
」 

曹
洞
宗
大
川
寺
参
道
に
は
、
い
く
つ
も
の
石
仏
や
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
青
面
金

剛(

庚
申)

の
左
手
前
に
、
小
さ
な
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
正
面
に
「
疫
神
社
」、
左
側

面
に
「
明
治
二
己
巳
歳
七
月
立
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
本
体
の
高
さ
51

cm
、
幅
24

cm
、

奥
行
13

cm
。 

こ
の
辺
り
は
高
台
な
の
で
洪
水
が
及
ば
な
い
場
所
で
あ
る
が
、
疫
病
は
洪
水
の
時
ば
か

り
で
な
く
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
流
行
す
る
。
庚
申
様
は
病
気
平
癒
や
災
難
除
け
の
ご
利

益
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
疫
神
社
も
併
せ
て
祀
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

②
富
山
市
下
番 

下
番
神
社
／
「
疫
神
社
」 

下
番
神
社
境
内
に
自
然
石
の
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
正
面
に
「
疫
神
社
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
が
、
他
に
は
文
字
な
ど
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
。
本
体
の
高
さ
92

cm
、
幅
47

cm
、

奥
行
35

cm
。 

③
富
山
市
大
場 

神
明
社
／
「
牛
頭
天
王
」 

神
明
社
境
内
に
、
立
派
な
石
積
み
の
台
座
の
上
に
一
基
の
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

割
石
型
の
石
塔
で
、
正
面
中
央
に
大
き
く
「
牛
頭
天
王
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
上
や

左
に
も
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
磨
滅
が
激
し
く
判
読
で
き
な
い
。
ま
た
左
側
面

に
「
…
月
建
之
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
年
号
の
部
分
が
完
全
に
磨
滅
し
て
お
り
、
造
立

年
を
特
定
で
き
な
い
。
本
体
の
高
さ
119

cm
、
幅
57

cm
、
奥
行
40

cm
。 

牛
頭
天
王
は
本
来
は
疫
病
を
流
行
ら
せ
る
行
疫
神
で
あ
っ
た
が
、
祀
り
祈
る
こ
と
に
よ

っ
て
疫
病
を
鎮
め
る
信
仰
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。 

大
場
の
常
願
寺
川
堤
防
脇
に
は
、
安
政
五
年
の
大
洪
水
の
時
に
流
さ
れ
て
き
た
巨
石
が

残
さ
れ
て
い
る
。 

④
富
山
市
太
田 

路
傍
／
「
疫
神
社
」 

太
田
バ
ス
停
向
か
い
の
地
蔵
堂
の
脇
に
、
笠
付
き
角
柱
型
の
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

正
面
に
「
疫
神
社
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
他
に
は
文
字
な
ど
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
本
体
の
高
さ
63

cm
、
幅
25

cm
、
奥
行
16

cm
。
総
高
106

cm
。 

⑤
富
山
市
中
川
原
／
「
疫
神
」 

中
川
原
に
、
自
然
石
に
「
疫
神
」
と
刻
ま
れ
た
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

調
査
に
向
か
っ
た
が
、
所
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

い
つ
の
頃
か
は
わ
か
ら
な
い
が
中
川
原
で
疫
病
が
流
行
し
、
村
は
壊
滅
状
態
に
陥
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
中
川
原
の
農
地
の
一
角
に
は
、
安
政
五
年
の
大
洪
水
で
流
さ
れ
て

き
た
と
い
う
巨
石
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

⑥
富
山
市
梅
沢
三
丁
目 

円
隆
寺
／
牛
頭
天
王 

天
台
宗
円
隆
寺
は
い
た
ち
川
の
左
岸
に
位
置
し
て
お
り
、
山
門
に
「
祇
園
牛
頭
天
王
」

の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
木
造
の
牛
頭
天
王
立
像
を
本
尊
と
し
て
い
る
。 

境
内
で
行
わ
れ
る
さ
ん
さ
い
踊
り
は
、
京
都
祇
園
祭
の
日
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

女
の
人
達
だ
け
で
行
わ
れ
る
踊
り
で
、
祇
園
信
仰
と
か
わ
そ
信
仰
と
が
習
合
し
た
祭
り
で

あ
ろ
う
か
。 

⑦
富
山
市
石
倉
町 

い
た
ち
川
べ
り
／
延
命
地
蔵 

安
政
五
年
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
疫
病
が
流
行
っ
た
時
に
、
石
倉
町
の
甚
九
郎
は
、
い
た

ち
川
か
ら
一
体
の
地
蔵
を
引
き
上
げ
た
。
す
る
と
疫
病
は
す
ぐ
に
快
方
に
向
か
っ
た
と
い

う
。 地

蔵
堂
の
前
か
ら
湧
き
出
る
水
は
万
病
に
効
く
延
命
地
蔵
尊
の
水
と
さ
れ
、
連
日
多
く

の
人
々
が
汲
み
に
訪
れ
て
い
る
。 



3                 北陸石仏の会々報 第４９号   2016/04/01             

 

①大川寺参道「疫神社」 ②下番神社「疫神社」 ③大場神明社「牛頭天王」 

④太田路傍「疫神社」 ⑥円隆寺本尊木造牛頭天王 ⑧上飯野素盞鳴社 

⑧
富
山
市
上
飯
野 

素
盞
鳴
社
／
素
盞
鳴
尊 

素
盞
鳴
社
の
祭
神
は
素
盞
鳴
尊
で
、
天
照
皇
大
御
神
を
合
祀
し
て
い
る
。
明
暦
二
年(

一

六
五
六)

の
洪
水
以
降
に
、
水
害
や
疫
病
除
け
を
願
っ
て
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

安
政
五
年
の
大
洪
水
の
時
に
は
、
こ
の
場
所
の
手
前
で
濁
流
が
左
右
に
分
か
れ
、
こ
の
辺

り
は
被
害
を
免
れ
た
。 

常
願
寺
川
左
岸
地
域
に
は
「
疫
神
社
」
と
刻
ま
れ
た
石
塔
が
三
基
、「
疫
神
」
と
刻
ま
れ

た
石
塔
が
一
基
み
ら
れ
る
。
伝
承
が
不
明
で
あ
る
が
、
同
地
域
に
「
牛
頭
天
王
」
と
刻
ま

れ
た
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
蘇
民
将
来
伝
説
に
基
づ
く
京
都
八
坂
神
社
境
内
摂
社
の

疫
神
社
を
招
請
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

「
明
如
上
人
」
越
中
・
飛
州
巡
教
の
い
し
ぶ
み 

 

平
井 

一
雄 

 

①
合
寺
令
と
明
如
上
人 

明
治
三
年
十
月
二
十
七
日
発
令
さ
れ
た
「
合
寺
令
」
は
明
治
五
年
に
撤
廃
さ
れ
た
。
大

打
撃
を
受
け
た
富
山
藩
の
真
宗
寺
院
の
復
興
を
願
わ
れ
た
西
本
願
寺
第
二
十
一
世
明
如
上

人
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
八
月
十
四
日
富
山
藩
を
御
巡
教
に
な
っ
た
。
富
山
寺
町
常

楽
寺
に
御
泊
り
に
な
り
、
新
川
郡
中
坊
主
達
残
ら
ず
当
寺
に
集
合
し
た
。 

八
月
十
九
日
富
山
を
離
れ
、
有
沢
の
舟
場
を
渡
り
。
八
尾
を
御
通
り
に
な
り
西
山
中
よ

り
、
飛
州
へ
趣
か
れ
た
。 

②
大
長
谷
村
お
通
り
の
明
如
上
人 

明
治
十
年
八
月
よ
り
西
本
願
寺
の
明
如
上
人
が
御
出
で
に
な
る
と
い
う
の
で
、
大
長
谷

村
は
各
部
落
よ
り
道
路
な
お
し
に
人
夫
が
出
て
奉
仕
し
た
。
旧
暦
八
月
二
十
二
日
（
新
暦

九
月
二
十
八
日
）
の
晩
は
花
房
、
当
時
の
花
井
彦
四
郎
方
で
お
泊
り
の
予
定
で
駕
籠
で
仁

歩
村
武
道
原
の
貝
取
の
高
の
倉
ケ
谷
越
し
を
し
た
貝
取
部
落
の
高
の
処
で
休
ま
れ
た
と
言

う
。 そ

こ
に
は
大
き
な
岩
が
あ
っ
て
何
時
通
っ
て
も
お
花
が
供
え
て
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
尾

畑
、
大
玉
生
を
通
り
大
玉
生
坂
の
頂
上(

横
平
峠)

で
駕
籠
を
止
め
て
休
ま
れ
た
。 

明
く
る
二
十
九
日
は
、
島
地
の
山
崎
さ
ん
に
泊
ま
ら
れ
た
。 

次
は
庵
谷
の
庵
さ
ん
方
で
休
ま
れ
て
越
中
の
国
で
の
休
み
じ
ま
い
で
大
長
谷
の
人
達
は
、

飛
騨
の
国
金
山
平
の
原
仁
平
が
住
ん
で
い
た
処
ま
で
見
送
り
し
た
そ
う
だ
。 

大
長
谷
川
の
川
を
四
十
八
瀬
も
渡
り
、
東
側
西
側
と
渡
り
し
て
飛
騨
へ
通
っ
た
と
い
う

細
い
山
道
を
村
人
は
道
な
お
し
に
出
て
見
送
り
に
原
山
ま
で
、
明
如
上
人
に
つ
き
そ
っ
て

行
っ
た
。 

③
記
念
碑 
『
大
長
谷
郷
土
史
』、『
仁
歩
郷
土
史
』
よ
り
引
用 

武
道
原
峠
に
は
昭
和
61
年
に
御
駕
籠
留
の
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
横
平
峠
に
も
昭
和
11
年

に
建
立
さ
れ
た
明
如
上
人
御
篭
留
の
記
念
碑
が
あ
る
。
ま
た
三
ツ
松
の
真
通
寺
に
急
拠
建
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立
さ
れ
た
客
殿
で
明
如
上
人
が
ご
休
憩
さ
れ
た
と
い
う
。
真
通
寺
に
は
明
如
上
人
御
消
息

が
あ
る
。 

④
飛
騨
路
の
明
如
上
人 

「
飛
騨
編
年
史
要
」
大
正
10
年
11
月
発
行
よ
り 

明
治
十
年
九
月
二
十
九
日
、
西
本
願
寺
法
主
大
谷
光
尊
（
明
如
）、
越
中
八
尾
町
よ
り
二

つ
屋
越
し
て
こ
の
日
古
川
町
へ
着
し
、
翌
日
高
山
勝
久
寺
へ
巡
化
し
、
十
月
二
日
よ
り
古

川
真
宗
寺
を
別
院
代
に
擬
し
て
法
会
執
行
、
同
四
日
街
道
を
越
中
國
へ
帰
還
す
。 

⑤
越
中
へ
帰
還
し
た
明
如
上
人 

高
見
清
之
『
ふ
る
さ
と
栗
山
』
よ
り
意
訳
。 

飛
州
よ
り
三
十
日
余
り
経
て
御
帰
り
に
な
り
八
尾
を
越
え
て
、
萩
島
村
御
坊
（
中
略
）

土
淵
を
新
舟
に
て
御
越
し
さ
れ
て
、
秋
ケ
島
村
斎
藤
長
吉
郎
方
に
て
御
小
休
、
そ
れ
よ
り

新
保
村
斎
藤
方
（
長
吉
郎
殿
ノ
別
家
）
大
門
よ
り
路
地
を
御
通
り
（
中
略
）、
そ
れ
よ
り
往

還
へ
出
て
、
任
海
村
の
小
道
を
御
通
り
、
そ
れ
よ
り
栗
山
村
を
御
通
り
、
円
数
寺
の
前
に

て
御
駕
罷
を
留
め
て
、
堂
正
面
に
向
わ
れ
、
御
尊
様
へ
御
礼
拝
を
遂
げ
、
そ
れ
よ
り
惣
在

寺
村
、
福
居
村
よ
り
塩
村
大
永
寺
に
て
中
食
を
な
さ
れ
、
御
髪
剃
あ
り
。
又
出
立
相
成
り
、

大
久
保
野
村
を
通
り
、
上
大
久
保
江
戸
武
士
の
裏
方
か
ら
、
飛
騨
往
来
へ
出
、
二
十
丁
程

北
へ
下
ら
れ
、
下
大
久
保
の
法
林
寺
で
御
小
休
成
し
、
久
左
右
エ
門
裏
方
の
小
道
よ
り
東

を
指
し
て
合
田
村
、
小
黒
村
か
ら
（
以
下
略
） 

⑥
巡
教
記
念
碑 

以
下
の
地
区
に
明
如
上
人
巡
教
記
念
碑
や
名
号
墓
碑
、
歌
碑
が
あ
る
。 

・
富
山
市
新
保
地
区 

中
野
バ
ス
停
脇 

・
富
山
市
塩 

 
 

「
大
永
寺
」
門
前 

写
真
１ 

・
富
山
市
八
尾
町 

「
裕
教
寺
」
門
前 

・
富
山
市
仁
歩
地
区 

「
武
道
原
峠
」 

・
富
山
市
大
長
谷
地
区 

「
横
平
峠
」 

写
真
２ 

・
富
山
市
片
掛 

「
西
念
寺
」
門
前 

・
富
山
市
任
海 

宮
田
家
惣
墓
「
明
如
上
人
筆
名
号
」 

・
富
山
市
黒
瀬
谷
東
坂
下 

「
明
如
上
人
歌
碑
」 

⑦
明
如
上
人
来
歴 

『
真
宗
事
典
』・
『 

明
如
上
人
遺
芳
録
』
よ
り 

本
願
寺
派
本
願
寺
第
二
十
一
世
。 

童
名
峨
君
（
や
か
ぎ
み
）、
諱
は
光
尊
。 

嘉
永
三
年
二
月
五
日
誕
生
。 

本
願
寺
傳
燈
第
二
十
世
の
法
主
「
廣
如
上
人
」
の
六
子
な
り 

維
新
に
際
し
て
良
く
勤
王
に
尽
く
し
、
ま
た
教
学
に
意
を
用
い
、
身
を
持
す
る
こ
と
頗
る

謹
厳
で
あ
っ
た
。 

明
治
三
十
六
年
、
五
十
四
歳
に
て
寂
し
た
。 

          

      

写真２. 富山市八尾 横平峠 明如上人由蹟碑 

写真１. 富山市塩 大永寺 明如上人留錫地 
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第
51
回
例
会
「
加
賀
温
泉
郷
守
護
寺
の
石
仏
め
ぐ
り
」

に
参
加
し
て 

 

長
谷 

か
お
り 

  

今
回
の
訪
問
先
は
、
粟
津
、
山
代
、
山
中
、
片
山
津
温
泉
の
守
護
寺
、
い
ず
れ
も
真
言

宗
、
本
尊
は
薬
師
如
来
で
す
。
最
初
に
訪
れ
た
の
は
粟
津
、
大
王
寺
。
の
と
や
さ
ん
の
脇

か
ら
延
び
る
石
段
を
上
が
る
と
、
粟
津
の
町
を
見
渡
せ
る
高
台
に
本
堂
、
そ
の
奥
に
白
山

神
社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
小
径
を
下
り
滝
の
流
れ
る
公
園
ま
で
、
西
国
三
十

三
カ
所
観
音
を
巡
り
な
が
ら
気
持
ち
の
よ
い
散
歩
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
岩
山
の

不
動
明
王
を
は
じ
め
、
粟
津
を
開
湯
し
た
と
い
わ
れ
る
泰
澄
大
師
の
像
、
滝
の
傍
に
は
愛

染
明
王
と
不
空
羂
索
観
音
が
あ
り
ま
し
た
。
不
空
と
い
う
言
葉
は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

仏
教
に
お
い
て
空
は
肯
定
さ
れ
る
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
ち
ょ
っ
と
混
乱

し
ま
す
。
あ
れ
も
あ
れ
ば
こ
れ
も
あ
る
の
が
仏
の
教
え
の
不
思
議
で
す
。 

 

次
の
目
的
地
、
医
王
寺
に
向
か
う
途
中
、
浄
土
宗
の
念
仏
行
者
、
光
導
が
、
洞
窟
で
８

年
間
修
行
を
積
ん
だ
と
言
わ
れ
る
鶴
ヶ
滝
へ
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
滝
の
た
も
と
に
は
不
動

明
王
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
澄
み
切
っ
た
空
気
と
水
の
流
れ
、
そ
れ
以
外
に
何
も
な
い

こ
の
清
浄
の
処
に
お
い
て
、
光
導
は
何
を
成
就
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
考
え
た

い
時
、
或
は
何
も
考
え
た
く
な
い
時
、
現
代
人
に
と
っ
て
は
図
書
館
代
わ
り
に
訪
れ
た
い

場
所
で
し
た
。
あ
、
虫
コ
ナ
ー
ズ
は
要
る
よ
ね
。
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
も
絶
対
欲
し
い
！

や
っ
ぱ
り
行
者
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。 

 

山
中
、
医
王
寺
は
温
泉
街
の
西
、
山
肌
に
沿
う
よ
う
に
参
道
が
続
き
、
狛
イ
ノ
シ
シ
が

護
っ
て
い
る
愛
宕
地
蔵
を
は
じ
め
河
濯
明
神
、
不
動
明
王
な
ど
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

堂
横
の
宝
物
館
に
は
芭
蕉
が
忘
れ
て
い
っ
た
杖
や
、
街
の
由
来
を
伝
え
る
絵
巻
絵
図
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
さ
な
が
ら
山
中
温
泉
博
物
館
と
い
っ
た
よ
う
す
。
境
内
か
ら
山
手
に
続
く

小
径
で
は
西
国
三
十
三
カ
所
観
音
も
巡
れ
る
と
の
こ
と
で
、
ま
た
ゆ
っ
く
り
と
訪
れ
た
い

お
寺
で
し
た
。
そ
し
て
後
で
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
京
都
愛
宕
山
を
開
山
し
た
和
気

清
麻
呂
を
祀
る
護
王
神
社
（
京
都
御
所
西
）
に
は
イ
ノ
シ
シ
さ
ま
が
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
居
る

の
だ
と
か
。
萌
え
ま
す
。 

 

山
代
、
温
泉
寺
。
比
叡
山
か
ら
移
り
住
ん
だ
明
覚
上
人
が
、
こ
こ
で
五
十
音
を
作
り
上

げ
た
と
さ
れ
る
お
寺
で
す
。
後
方
の
薬
師
山
で
は
、
あ
い
う
え
お
の
標
を
た
ど
り
な
が
ら

四
国
八
十
八
ヶ
所
の
石
仏
を
巡
り
ま
す
。
途
中
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

明
覚
上
人
の
供
養
塔
（
五
輪
塔
）
が
立
派
な
覆
屋
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
長
久
元
年

（
一
〇
四
一
）
と
あ
り
ま
し
た
が
、
彫
刻
も
造
形
も
美
し
く
、
地
元
の
方
に
と
て
も
大
切

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
伺
っ
た
の
は
片
山
津
の
愛
染
寺
。
金
沢
に
あ
っ
た
愛
染
院
を
当
地
に
移
し
薬
師

如
来
を
本
尊
と
さ
れ
た
そ
う
で
、
愛
染
明
王
は
と
い
う
と
…
本
堂
脇
に
建
て
ら
れ
た
立
派

な
護
摩
堂
の
中
心
で
、
真

っ
赤
な
ふ
か
ふ
か
の
蓮
華

座
に
座
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

っ
て
、
よ
か
っ
た
、
よ
か

っ
た
。
そ
し
て
境
内
か
ら

堂
内
ま
で
た
く
さ
ん
の
仏

様
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
本
尊
と
と
も
に
秘

仏
と
さ
れ
て
い
る
石
仏
が

ひ
と
つ
あ
り
ま
し
た
。
柴

山
潟
の
底
か
ら
網
に
掛
か

っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
た
お

地
蔵
さ
ま
で
、
お
正
月
し

か
公
開
さ
れ
な
い
の
だ
そ

う
で
す
。
片
山
津
で
の
初

詣
を
楽
し
み
に
待
つ
こ
と

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

粟
津
大
王
寺
に
て
記
念
撮
影
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秘鍵大師 誕生釈迦 善光寺式阿弥陀三尊 金剛童子 

  

北陸石仏の会 第５２回例会 

―立山町の石仏めぐり― 
平成２８年５月１５日(日) 

 

参 加 費：５０００円（バス・資料代） 

集合場所：①ＪＲ金沢駅西口……６時４０分 

②ＪＲ砺波駅南口……７時２０分 

③大沢野文化会館……８時００分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田１７７０ 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局

締め切り：平成２８年５月６日(金) 

案   内：滝本やすし(金沢市)、平井一雄(富山市) 
 

  見学予定 

◎岩峅寺 路傍／「不動明王」、「道祖神」、五輪塔陽刻板碑ほか 

◎宮路 仏事会館／百観音、秘鍵大師、義賢名号塔ほか 

◎米道 路傍／五刧思惟阿弥陀 

◎小林 路傍／誕生釈迦 

◎上瀬戸 公民館(延命寺跡)／五如来、西国三十三ヶ所観音、准胝観音、虚空蔵菩薩ほか 

◎下瀬戸 路傍／地蔵、文殊菩薩、普賢菩薩、不動明王、青面金剛ほか 

◎日中 観音堂／西国三十三ヶ所観音、虚空蔵菩薩 

◎日中 路傍／文殊菩薩、肩掛地蔵 

◎金剛新～渕上 路傍／善光寺式阿弥陀三尊、薬師如来、観音、地蔵、文殊菩薩、普賢菩薩、虚空蔵菩薩、

不動明王、金剛童子、青面金剛ほか 

◎日水 観音堂／西国三十三ヶ所観音、金毘羅王、脱衣婆 

◎五郎丸 路傍／五如来、五輪塔陽刻板碑 

 [諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。] 

 

平成２８年度の会費を、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。 


